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　『クァドランテ』編集委員会からこれまでの研
究を振り返る機会を与えられた。約30年にわ
たって植民地朝鮮ジェンダー史を中心に研究し
てきた（その半分は本学だった）が、次のように
分けられるように思う。（1）女性史研究として
の在日朝鮮人女性（運動）史、（2）ジェンダー
史研究としての植民地朝鮮教育史、（3）セク
シュアリティ研究としての日本軍「慰安婦」問題

（運動史含む）、植民地公娼制、現代韓国／日
本の性搾取研究である。番外編として（4）植
民地「満洲」に関する共同研究もあげられよう。
以下、研究を中心にしながら、関連する活動に
も少し触れつつ見ていきたい。
　まずは、（1）在日朝鮮人女性（運動）史から
だ。社会人を経て30代だった1992年にお茶
の水女子大学女性文化研究所（その後ジェン
ダー研究センター、現在はジェンダー研究所）
の研究生になった。その動機は未解明の在日
朝鮮人女性運動を発掘したいと思ったからだ
が、ちょうどジェンダーという新しい概念が日本
に登場し始めた頃であり、院ゼミでジョーン・ス
コット著『歴史学とジェンダー』を精読したこと

を覚えている。ジェンダー研究との出会いだっ
た。同センターの舘かおる先生に東京女性財
団研究活動助成研究への応募を勧められたこ
とをきっかけに、金栄さんと共著で論文「第２
次世界大戦（解放）直後の在日朝鮮人女性運動」

（1994年）を書くことになった。先行研究の
ないなか、金栄さんと分担して当時の女性リー
ダーたちに体当たりでインタビューをしたが、
金栄さんの経験豊かな取材方法に学ぶことが
多かった。印象的だったのは本名を取り戻す
活動、文字を取り戻す識字教育活動に関する語
りだった。植民地時代に朝鮮半島で生を受け
日本に渡った在日一世の女性たちの多くがまと
もな教育を受けられなかったため、非識字だっ
たのだ。わたしの母の世代にあたる。一方、リー
ダーは教育をうけた女性たちだった。かなり拙
い論文だが、ずいぶん後になって同じ分野を
研究する後続の女性研究者たちから「励まされ
た」という声をもらったのは嬉しかった。
　この分野に関わって書いた論文に「『在日』に
とっての『日韓条約』」（1993年）、在日の社会
保障・戦後補償問題を論じた「国家を棄てる日」
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（2004年）、在日一世女性を描いたドキュメン
タリー映画の表象について論じた「HARUKO」

（韓国語のみ、2007年）、「在日朝鮮人女性と
日本軍「慰安婦」 問題解決運動」（2009年）、
関東大震災時に虐殺された朝鮮人と無責任な
流言・新聞報道との関係を論じた「関東大震災
時の『レイピスト神話』と朝鮮人虐殺」（2014
年）などがある。
　次に、（2）ジェンダー史としての植民地教
育史研究である。これは、前述の在日朝鮮人
一世女性たちに加えて、日本軍「慰安婦」サバ
イバーたちとの出会いが動機になっている。
1991年8月に韓国で金学順さんが初めて実名
でカミングアウトして同年12月に来日したこと
が契機となり、韓国をはじめアジア各国のサバ
イバーが相次いで名乗りをあげた。そのプロ
セスに関わるなかで、韓国で初めて「慰安婦」
問題について問題提起した尹貞玉先生（梨花
女子大学教授、当時）との出会い、金学順さん
をはじめ来日したサバイバーたちの証言集会、
在日朝鮮人女性たちと携わった韓国の「慰安
婦」サバイバー証言集の翻訳出版（後述）、老
境を迎えたサバイバーたちの共同生活を描い
た映画『ナヌムの家』を観たこと等に強く促さ
れて、植民地女子教育をテーマにすることにし
た。修士課程では休学して子連れで韓国に語
学留学をし、戻ってから早稲田大学図書館にこ
もって20年分の植民地期の新聞記事をマイク
ロフィルムで調べて視力を悪化させた（現在は
韓国のインターネットで簡単に検索可能！）。
　女性史として書いた植民地女子教育に関す
る修論を博論ではジェンダー史として全面的に
書き直した。植民地教育のなかでも初等教育に、

「就学」ではなく「不就学」に着目したのが特
徴だった。植民地下では民族別に就学する教
育機関が異なり、就学政策も異なった（民族要
因）。義務教育制が実施されなかったため学校
に通うには授業料が必要であり、その支払い可

否は児童が属する階級で決まった（階級要因）。
これらにジェンダーの差異が加わり、就学と不
就学を分けた（ジェンダー要因）。とりわけ「不
就学」にこだわったのは、植民地期の女性たち
の圧倒的多数が「不就学」、それゆえ「非識字」
だったからだ。植民地教育を「就学」だけで論
じると、「不就学」だった女性たちは不可視化
されてしまう。女性たちの教育／不教育経験
を浮上させるためは、民族、階級に加えてジェ
ンダーの差異は不可欠なのだ。ジェンダー概
念を取り入れることで民族・階級との相互作用
から、就学／不就学の構築過程の分析が可能
になるからだ。さらにインタビューした在日一
世の女性たち、日本軍「慰安婦」朝鮮人サバイ
バーたちの証言を取り入れた。朝鮮人サバイ
バーたちの「慰安婦」にされる前の証言は、植
民地下の女性たちが置かれていた圧倒的な貧
困や（不）教育状況が語られた貴重な語りだっ
た。これらは韓国女性運動による証言記録活
動に負うところが大きい。
　ともあれ博論に加筆修正して初の単著『植民
地期朝鮮の教育とジェンダー』を2005年に出
版して、同年秋から韓国の韓信大学校に着任し
た。韓国では３年半にわたる単身生活を満喫
しつつ、新自由主義が席巻する民主化後の現
実に触れ、韓国の研究者、とくにフェミニスト研
究者や活動家たちと交流を深めた。そうしたな
か本書が第１回女性史学賞を受賞したことは
励みになったし、趙慶喜さん、金友子さんという
在日出身の優れた翻訳者を得て本書の韓国語
版を出版できたのは嬉しかった（2007年）。
　この分野に関わる論文をかなり書いたが、
2010年の朝鮮史研究会大会報告をまとめた

「植民地教育が求めた朝鮮人像とジェンダー
―皇民化政策期を中心に―」が印象に残る。
博論で扱えなかった皇民化政策期（1937〜
1945年）を対象にしたため、博論と併せて植
民地期全体をほぼカバーできたためだ。
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　続いて（3）セクシュアリティ研究としての日
本軍「慰安婦」問題、植民地公娼制、現代韓国・
日本の性搾取問題に触れたい。現在に至るま
で約30年間、一貫して関心をもって追求してき
たテーマだ。植民地主義と家父長制との関係
性が凝縮されていると考えるからだ。
　その出発点は尹貞玉先生や在日女性たち
とで共著『朝鮮人女性が見た「慰安婦問題」』

（1992年）を刊行し、同書に韓国女性運動に
関する拙文を書いたことに遡る。1993年には
在日女性たち（従軍慰安婦問題ウリヨソンネッ
トワーク）と証言集の翻訳・刊行に関わった。
その後、日本の戦争責任資料センター（1993
年発足）の「従軍慰安婦」部会に参加して吉見
義明先生、林博史先生、西野瑠美子さん、川田
文子さん、梁澄子さんたちと共同調査研究を
行った。その成果をまとめた『共同研究　日本
軍慰安婦』（1995年）に分担執筆した拙文「朝
鮮植民地支配と朝鮮人女性」が掲載された。こ
の拙文に力量不足を痛感したことから、本格的
に植民地朝鮮とジェンダーに関する研究したい
という思いを強くした。
　1990年代には西野さん、松井やよりさんを
はじめ加害国日本の女性の責任として問題解
決のために奔走する多くの日本人女性たちに
出会った。なかでも VAWW-NET ジャパン（戦
争と女性への暴力日本ネットワーク、1998年
結成）のメンバーとして2000年女性国際戦犯
法廷の準備のため起訴状作成チームに入り、複
数の朝鮮人「慰安婦」サバイバーの証言に対応
する文書などの事実調べをした。忘れられな
いのは、国際シンポジウムが開かれた中国上
海から調査チームを組んで武漢へ飛び、現地
在住のサバイバーの河尚淑さんに共同で中国
語・日本語・朝鮮語のチャンポンでインタビュー
しつつ、漢口慰安所跡を踏査したことだった。
証言で語られた地名や部隊名が文書にみごと
に照合したし、慰安所や兵士の生々しい様子は

当事者でしか語り得ないと確信した。何よりも
日本敗戦後に現地に留まらざるをえなかった
残酷さ、歳月の重さを感じ入った。その記録は

『女性国際戦犯法廷の記録』全６巻（2000〜
2002年）に収録された。
　 そ の 後、VAWW-NET ジャパ ン は2011年
に VAWW RAC に改編された（2021年活動休
止）。この間に西野瑠美子さん、小野沢あかね
さんと編著で数冊の関連書籍を出版した。法
廷関連はもちろん、３冊の証言集を翻訳・刊
行できた（2006年、2010年、2020年）のは
意義深かった。また2013年には、ネット右翼
による歴史修正主義の跋扈にネットで対抗す
るために、研究者、活動家、市民、学生ととも
に Fight for Justice（正式名称：日本軍「慰安
婦」問題 web サイト制作委員会、構成団体：日
本の戦争責任資料センターと VAWW RAC）を
結成して、エビデンスに基づく事実関係を多言
語で発信する学術的な web サイト（https://
fightforjustice.info）を開設して、現在に至って
いる。本サイトから３冊の入門的ブックレット

（うち１冊は韓国語版刊行）を、岡本有佳さん
と編著で〈平和の少女像〉に関する書籍を刊行
した。
　さて、東京外国語大学に縁ができたのは、
2001年1月に開かれた戦後東アジアプロジェ
クト（研究代表：中野敏男先生）主催の研究集
会に参加してからだった。大雪を掻き分け会
場に入ったら満席だったのを覚えている。女
性法廷や NHK 番組も話題になっていた。この
集会に関するコメントを書いたことから声をか
けられ、戦後東アジアプロジェクト主催の研究
集会に参加するようになり、報告内容が『継続
する植民地主義』（2005年）、『沖縄の占領と
日本の復興』（2006年）に論文として掲載され
た。中野先生との編著『歴史と責任』（2008
年）もその延長上にある論文集だった。前述し
た「HARUKO」に関する論文も、2006年10月
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に本学で開かれた「戦後東アジアプロジェクト・
国際共同シンポジウム：植民地主義とディアス
ポラになった朝鮮人女性たち―コリアン・ディ
アスポラ・ウィメンズ・スタディーズでの出会
い」での報告に基づく。本プロジェクトの「継続
する植民地主義」というコンセプトに魅了され、
２冊目の単行本『継続する植民地主義とジェン
ダー』を刊行した（2011年）。また、中国やフィ
リピンからサバイバーを招いて、女性国際戦犯
法廷10周年国際シンポジウムを本学のアゴラ
グローバルで開催した（主催：同実行委員会）
が、中野先生をはじめ多くの先生方、海外事情
研究所に協力をいただき、満席になったことも
忘れられない。
　本学着任後の主なテーマは、朝鮮の植民地
都市の遊廓形成に関する研究だった。実は、
2003年から植民地公娼制の先駆的研究をし
てきた宋連玉先生をはじめ金栄さん、庵逧由香
さんたちとともにトヨタ財団助成金を得て植民
地公娼制に関する共同研究（代表：金栄さん）
を立ち上げ、韓国各地の旧遊廓跡を踏査した。
同年、メンバーと朝鮮民主主義人民共和国の
平壌、清津、羅南を初訪問した。これらをまと
めた『軍隊と性暴力』（2010年）に韓国南部
の群山の遊廓形成に関する拙文が掲載された。
これを学内の研究会で報告したところ、吉田ゆ
り子先生に遊廓社会研究会（代表：佐賀朝先
生）に誘っていただいた。遊廓社会研究会は
日本近世・近代の遊廓の実態を研究する研究
者の集まりであり、研究の奥深さに目を開かさ
れた。共同研究の科研にも加えていただき、『遊
廓社会2』（2016年）に馬山・鎮海の遊廓形
成について書いた。後日、出版社から声がか
かり、わたしがソウルなど朝鮮南部を、金栄さ
んが朝鮮北部を分担して『植民地遊廓』（2018
年）にまとめることができた。
　2010年代後半から、韓国各地の旧遊廓に関
する研究、踏査や韓国のフェミニスト研究者・

活動家、さらに日本の10代女性支援をしてい
る女性団体との交流から、現代韓国・日本の性
搾取問題へと関心が広がった。旧遊廓が現在
に続く性売買集結地に衣替えした例も少なくな
かったからだ。植民地主義の継続をみる思い
だった。日韓の性販売女性に関する共同研究

（代表：小野沢さん）に加わり、大邱、釜山、ソ
ウル、全州などの性売買集結地を踏査しつつ、
性売買女性を支援する女性団体を訪問して
フェミニスト活動家や性売買経験当事者女性
たちから直接話しを聞いたことは得難い経験に
なった。韓国の活動家が書いた論文「韓国に
おける性売買の政治化と反性売買女性人権運
動」（本誌21号掲載、2019年）を翻訳したり、
別の活動家が書いた書籍『性売買のブラック
ホール』（2022年）を監訳したり、性売買経験
当事者ネットワーク・ムンチが書いた『無限発話』

（仮題、2023年出版予定）を監修したりしてい
る。
　以上の（1）、（2）、（3）に関して、実は板垣
竜太先生が初単著までの研究を「金富子氏の
お仕事について」（『女性史学』第17号、2007
年）で手際よくまとめて下さっている。同誌
には筆者の女性史学賞受賞の講演録や舘先
生、西野さんのコメントも収録されている。また

『ジェンダー研究を継承する』（2017年）には
筆者のインタビューが掲載されている。ありが
たいことだ。
　最後は、番外編としての（4）植民地「満洲」
に関する共同研究だ。そもそもは本学で2015
年に中国東北スタディツアーを実施したことに
始まる。３カ国４大学の学生たち、中野先生、
橋本雄一先生、院生だった朴紅蓮さん、飯倉江
里衣さんとともに行った延辺で、中国朝鮮族の
郷土史家である李光平先生、孫春日先生（延辺
大学）に出会い、李先生の案内で現地を踏査し
た。これをきっかけに科研を得て翌年から共
同研究（代表：筆者）をすることになり、本学の
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教員（中野先生、橋本先生、野本京子先生、吉
田先生、澤田ゆかり先生、倉田明子先生）７名
をメンバーに、教務補佐（朴さん、飯倉さん、金
理花さん）とともに、長野県飯田市（満蒙開拓
平和記念館、飯田市歴史研究所含む）、中国東
北各地（延辺、ハルビン、長春、瀋陽、大連、旅
順など）、韓国（ソウル、原州）を踏査し、李先
生や孫先生を招いたシンポジウムや各種の研
究会を開催した。国際シンポジウム（2016年）
では、写真家でもある李光平先生が撮った珠玉
の写真の数々がパワーポイントで提示された。
これに感銘をうけて、中野さん、橋本さん、飯倉
さんとともに数年がかりで『「満洲」 に渡った朝
鮮人たち』（2019年）の刊行にこぎつけ、李先
生を招いて新宿の高麗博物館や学内でも写真
展示会を行った。日本の植民地主義が朝鮮人
にもたらした記憶と痕跡について、中国東北（旧

「満洲」）へと視野をさらに広げる必要性を痛
感したのだった。
　この約30年間にわたる研究や活動を通じ
て、実に多くの方々と出会い、さまざまな影響
や刺激を受けて今日に至ったことを実感する。
そのなかでも在日朝鮮人一世女性たち、朝鮮
人「慰安婦」サバイバーたち、最近では性売買
経験当事者女性たちに出会って直接語りを聞
いた衝撃や感動が、植民地朝鮮ジェンダー史
研究の動機になるとともに、植民地主義と家父
長制の輻輳性／交差性とその克服に関心を持
ち続けることができた原動力だったように思う。
感謝を捧げて締めくくりたい

（2023年2月15日記）

金　富子
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は何であったか』白澤社発行／現代書店発売，2001年，pp.230-253．
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10. 「女性国際戦犯法廷とは何だったのか―1990年代から振り返る」VAWW-NET ジャパン編，西
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pp.16-46．
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『歴史と責任―「慰安婦」問題と1990年代』青弓社，2008年，pp.100-121．

14. 「朝鮮南部の植民地都市・群山の性売買―遊廓・アメリカタウン・性売買集結地」宋連玉・金栄
編著『軍隊と性暴力―朝鮮半島の20世紀』現代史料出版，2010年，pp.86-124．
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照子・高橋裕子編著『ジェンダー史叢書2　家族と教育』明石書店，2011年，pp.166-187．
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19. 「植民地朝鮮における遊廓の移植と展開―植民地都市馬山と鎮海を中心に」佐賀朝・吉田伸之
編著『シリーズ遊廓社会2 近世から近代へ』吉川弘文館，2014年，pp.261-294．
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編集，御茶の水書房，2014年．
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野敏男・板垣竜太・金昌禄・岡本有佳・金富子編『「慰安婦」 問題と未来への責任』大月書店，
2017年，pp.132-151．
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―ニコンサロン「慰安婦」写真展中止事件裁判の記録』御茶の水書房，2017年，pp.94-103．



352

研究業績

25. 「序」「京城 I・II・III」「馬山・鎮海」金富子・金栄著『植民地遊廓―日本の軍隊と朝鮮半島』，
吉川弘文館，2018年，pp.1-27, pp.31-103, pp.104-132．
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年，pp.100-110．

27. 「植民地帝国日本と朝鮮人の移動」『「満洲」 に渡った朝鮮人たち―写真でたどる記憶と痕跡』
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의 투쟁）』（「女性国際戦犯法廷が乗り越えたものと乗り越えなかったもの」，『当代批評　特別
号』），2002년，pp.369-389.
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